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八
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0
年
代
ベ
ル
リ
ン
の
都
市
社
会
と
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
i

1840年代ベルリンの都市社会とファミリエンホイザー
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め
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一
八
四

0
年
代
に
は
都
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市
内
の
様
々
な
社
会
問
題
が
市
民
層
に
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
う
し
た
問

一
九
世
紀
に
な
る
と
ド
イ
ツ
の
都
市
人
口
が
増
大
し
、

題
の
な
か
で
も
住
宅
問
題
は
と
く
に
意
識
さ
れ
、

一
八
四

0
年
代
か
ら
六

0
年
代

に
か
け
て
住
宅
改
革
運
動
が
展
開
す
る
。
筆
者
は
以
前
、
当
時
の
住
宅
改
革
運
動

(2) 

を
ベ
ル
リ
ン
を
中
心
に
分
析
し
、
以
下
の
点
を
明
ら
か
に
し
た
。
住
宅
改
革
者
は

住
宅
問
題
に
つ
い
て
そ
の
社
会
・
経
済
上
の
背
景
を
認
識
せ
ず
、
道
徳
や
衛
生
の

問
題
と
し
て
捉
え
る
。
こ
の
問
題
の
解
決
を
は
か
る
た
め
市
民
的
な
住
居

(部
屋

ご
と
の
機
能
分
離

・
一
住
居
"
一
家
族
)
を
あ
た
え
、
市
民
の
最
下
層
の
人
を
精

神
的
お
よ
び
道
徳
的
に
向
上
さ
せ
よ
う
と
す
る
。
そ
の
た
め
に
上
の
階
層
の
援
助

も
求
め
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
認
識
の
枠
組
み
か
ら
、
市
民
層
と
貧
し
い
者
が

一
緒

に
住
み
、
前
者
が
後
者
に
よ
い
影
響
を
あ
た
え
る
と
い
う
発
想

(「
混
合
居
住
」
)

が
改
革
者
の
聞
で
次
第
に
積
極
的
な
意
味
を
も
つ
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
以
上

北

キナ

日
Eヨ

史

の
構
想
の
根
底
に

L
・
ガ
ル
が
初
期
向
由
主
義
の
理
想
社
会
像
と
す
る
「
無
階
級

市
民
社
会
」
の
理
念
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
理
念
は
す
べ
て
の
社
会
層
を
市
民
に
変

{3
)
 

え
る
こ
と
で
作
り
だ
さ
れ
る
市
民
だ
け
の
均
質
な
社
会
を
い
う
。

19 

さ
て
、
当
時
の
住
宅
改
革
運
動
で
悪
住
環
境
の
象
徴
と
な
っ
た
の
は
フ
ァ
ミ
リ

エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
と
い
う
労
働
者
の
た
め
の
集
合
住
宅
で
あ
る
。
こ
の
建
物
は
、
ベ

ハ
ン
ブ
ル
ク
門
を
市
内
か
ら
外
に
出
て
す
ぐ
そ
ば
に
あ
っ
た
。
ベ

ル
リ
ン
の
北
、

ル
リ
ン
市
民
は
こ
の
建
物
を
ベ
ル
リ
ン
の
普
通
の
都
市
社
会
と
は
ち
が
う
空
間
で

あ
り
、
道
徳
的
に
も
衛
生
的
に
も
危
険
と
認
識
し
た
。
極
端
な
場
合
、
建
物
自
体

は

「殺
人
者
の
巣
」
「
伝
染
病
の
家
」
と
よ
ば
れ
、
住
民
は

「
な
ら
ず
者
」
と
考
え

ら
れ
た
。
居
住
習
慣
に
つ
い
て
は
「
一
部
屋
に
一
つ
の
家
族
よ
り
多
く
が
住
む
」

{
4
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と
認
識
し
、
そ
の
た
め
に
性
道
徳
の
乱
れ
が
生
じ
る
と
考
え
た
。

こ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
出
発
点
と
な
っ
て
先
の
櫛
惣
が
作
り
だ
さ
れ
た
の
は

確
認
す
る
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
住
宅
改
革
者
は
こ
う
し
た
問
題
を
自
分
た
も
の
な

じ
ん
だ
住
環
境
を
よ
り
多
く
の
人
に
あ
た
え
る
こ
と
で
解
決
し
よ
う
と
し
、
ま
た



ブ
混
合
居
住
」
と
い
う
発
想
も
下
層
民
だ
け
が
約
二
千
人
、
こ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ

の
建
物
に
住
む
こ
と
へ
の
反
発
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、

フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ

ザ
ー
に
つ
い
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
ど
の
程
度
現
実
を
反
映
し
て
い
た
の
か
と
い
う
問

題
は
当
時
の
住
宅
改
革
運
動
、
さ
ら
に
は
そ
の
根
底
に
ゐ
る
「
無
階
級
市
民
社
会
」

と
い
う
当
時
の
社
会
改
革
者
に
広
く
み
ら
れ
た
発
想
の
実
効
性
に
関
わ
る
も
の
で

あ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
の
問
題
へ
の
解
答
を

一
九
八

0
年
代
か
ら
す
す
め
ら
れ
て
い
る
住

宅
改
革
研
究
に
求
め
て
も
、
十
分
な
矢
口
は
返
っ
て
こ
な
い
。
そ
れ
は
近
年
の
研
究

が
次
の
よ
う
な
視
角
を
共
有
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
そ
の
視
角
と
い
う
の
は
、

一
九
世
紀
の
住
宅
改
革
運
動
を
第

一
次
世
界
大
戦
後
に
基
盤
が
確
立
す
る
、
当
局

学

の
積
極
的
な
関
与
に
よ
る
住
宅
建
設
体
制
(
「
社
会
的
住
宅
建
設
」
)
成
立
史
と
し

史

て
叙
述
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
視
角
の
た
め
に
従
来
の
研
究
で
は

一
九
世
紀
の

i羊西

住
宅
改
革
運
動
の
寸
社
会
的
住
宅
建
設
」
に
つ
な
が
る
要
素
だ
け
が
強
調
さ
れ
、

運
動
の
時
代
ご
と
の
社
会
的
背
景
や
固
有
の
論
理
は
捨
象
さ
れ
て
し
ま
う
傾
向
に

あ
る
。
た
と
え
ば
、
先
に
の
ベ
た
位
紀
中
葉
の
住
宅
改
革
運
動
の
特
質
は
明
ら
か

に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
従
来
の
視
角
で
は
、

一
八
四

0
年
代
に
住
宅

改
革
運
動
が
は
じ
ま
っ
た
背
景
と
し
て
は
人
口
の
増
大
に
よ
り
悲
惨
な
労
働
者
住

宅
が
生
じ
、
そ
れ
に
対
処
す
る
た
め
改
革
が
お
こ
な
わ
れ
た
と
指
摘
さ
れ
る
に
と

(7
}
 

ど
ま
る
。
そ
こ
で
は
、
当
時
の
市
民
が
住
宅
問
題
を
ど
う
認
識
し
た
か
、
そ
の
認

識
が
現
実
を
ど
の
程
度
反
映
し
て
い
た
か
、
そ
し
て
そ
れ
を
も
と
に
改
革
者
が
ど

pg
)
 

の
よ
う
な
構
想
を
い
だ
い
た
か
は
十
分
に
考
察
さ
れ
て
い
な
い
。

以
上
の
よ
う
な
従
来
の
研
究
へ
の
批
判
を
念
頭
に
お
き
つ
つ
、
本
稿
は
先
の
問

題
に
解
答
を
あ
た
え
る
た
め
、

ま
ず
ス
イ
ス
人
教
育
学
者

H
-
グ
ル
ン
ホ
ル

ツ
ア

l
の
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
|
探
訪
記
(
一
八
四
三
年
)

に
分
析
を
加
え
た

ぃ
。
そ
の
結
果
、
否
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
る
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
l
像

が
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
。
そ
し
て
、

そ
の
分
析
結
果
と
他
の
ベ
ル
リ
ン
市
民
に

よ
る
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
l
叙
述
を
比
較
、
対
照
す
る
。
と
く
に
ド
ロ

ン
ケ
の

『
ベ
ル
リ
ン
』
を
詳
し
く
分
析
し
、
探
訪
記
が
当
時
の
市
民
層
に
ど
う
読
ま
れ
た

か
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
の
分
析
か
ら
当
時
の
市
民
層
の
思
考
様
式
が
抽
出
可
能

と
な
ろ
う
。
そ
う
し
た
意
味
で
、
本
稿
は
以
前
は
そ
の
寸
弱
さ
」
が
強
調
さ
れ
、

{ω
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近
年
再
検
討
が
す
す
む
ド
イ
ツ
「
市
民
」
層
の
思
考
様
式
を
採
る
試
み
の

一
っ
と

い
え
る
。

(日
)

本
稿
で
用
い
る
史
料
は
ガ
イ
ス
ト
と
キ
ユ
ル
フ
ァ

l
ス
に
よ
る
史
料
集

(一

九

に
依
拠
す
る
。
こ
れ
は
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
l
に
関
す
る
史
料
を
収

八
O
年
)そ
れ
ら
に
コ
メ
ン
ト
や
若
干
の
分
析
を
加
え
た
半
史
料
集
・
半
研
究
書
と

も
い
う
べ
き
性
格
を
も
っ
。
た
だ
、
彼
ら
の
収
集
し
た
豊
富
な
史
料
に
つ
い
て
は

十
分
な
利
用
価
値
が
あ
る
が
、
彼
ら
の
分
析
は
本
稿
で
も
示
す
よ
う
に
不
十
分
な

集
し
、

20 

点
が
多
い
。

そ
し
て
、
都
市
問
題
と
し
て
生
じ
た
住
宅
問
題
を
考
え
る
場
合
、
都
市
化
と
い

う
現
象
を
考
慮
に
い
れ
る
必
要
が
あ
る
。
都
市
化
と
は

一
九
世
紀
に
都
市
人
口
が

急
増
す
る
に
と
も
な
い
都
市
社
会
が
大
き
く
変
化
す
る
過
程
を
い
う
。
都
市
化
研

究
の
共
通
認
識
を
ま
と
め
て
い
る
と
お
も
わ
れ
る
ロ
イ
レ
ケ
の
著
作
は
、
こ
の
都

市
化
の
過
程
を
①
準
備
期

(
一
八
世
紀
末
l

一
八
四

0
年
代
)
、

②
始
動
期

(一

八
五

0
年
代
ー
七

0
年
代
)
、
③
本
格
化
の
時
期
(
一
八
七

0
年
代
ー
第

一
次
世

(ロ
)

界
大
戦
)
に
時
期
区
分
す
る
。
筆
者
は
、
以
前
、
労
働
諸
階
級
福
祉
中
央
協
会
の

機
関
誌
を
用
い
て
、
先
に
の
ベ
た
世
紀
中
葉
の
構
想
が
、
都
市
化
に
よ
る
都
市
社

(163) 
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ω
n
E
M
P
za
n
y
g
(労
働
者
家
族
の
住
む
部
屋
に
ベ
ッ
ド
だ
け
を
借
り
る
人
)
を

お
く
習
慣
が
あ
り
、
労
働
者
の
住
居
に
は
家
族
以
外
の
人
も

一
緒
に
寝
起
き
し
て

(
3
}
 

い
た
。
こ
う
し
た
習
慣
が

一
九
世
紀
の
住
宅
改
革
運
動
で
と
く
に
問
題
に
な
る
。

他
方
、
市
民
層
の
住
居
は
、

台
所
な
ど
の
部
屋
ご
と
の
機
能
分
離
が
確
立
し
、
労
働
者
の
住
居
と
は
状
況
が
異

な
る
。

一
住
居
に

一
家
族
だ
け
が
住
み
、
ま
た
居
間
、
寝
室
、

以
上
の
住
宅
事
情
の
な
か
、

フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
1
は
フ
ォ
ー
ク
ト
ラ
ン
ト

と
よ
ば
れ
る
市
壁
の
北
に
ひ
ろ
が
る
地
域
に
建
て
ら
れ
た
。

砂
地
で
あ

っ
た
こ
の
地
域
に
傷
病
兵
収
容
施
設
や
死
刑
執
行
場
が
設
け
ら
れ
た
。

一
八
世
紀
中
葉
以
降
、

こ
の
地
域
は
当
時
の
ベ
ル
リ
ン
市
民
か
ら
は

「泥
棒
の
隠
れ
家
」
と
み
ら
れ
、
こ

同子

こ
に
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
に
つ
い
て
の
イ
メ
ー
ジ
の
源
泉
を
求
め
る
こ
と
も

史

で
き
よ
う
。

洋

一
九
世
紀
に
な
る
と
ボ
ル
ジ
ッ
ヒ
の
機
械
工
場
が
設
立
さ
れ
、
こ
の

地
域
は
工
業
地
域
の
性
格
を
も
つ
よ
う
に
な
る
。
機
械
工
業
地
域
と
し
て
の
性
格

西

は、

こ
の
地
域
に
四

0
年
代
に
シ
ユ
テ
ッ
テ
ィ
ン
鉄
道
と
ハ
ン
ブ
ル
ク
鉄
道
の
終

着
駅
が
設
け
ら
れ
る
と
さ
ら
に
強
ま
る
。
ま
た
工
場
で
働
く
労
働
者
用
住
居
の
建

(
5
)
 

設
が
こ
の
地
域
で
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
た
。

こ
の
フ
ォ
ー
ク
ト
ラ
ン
ト
の

一
番
市
内
よ
り
の
場
所
に
侍
従

H
・
0
・
V

-

ヴ
ユ
ル
ク
ニ
ッ
ツ

Z
・0
・〈
O
ロ
司
E
nW
2R
が

一
八
二
O
年
か
ら
二
四
年
に
か
け

て
四
つ
の
大
き
な
労
働
者
用
賃
貸
住
宅
と
小
規
模
の
建
物
を
い
く
つ
か
建
て
た
。

そ
れ
ら
の
建
物
す
べ
て
が
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
!
と
よ
ば
れ
た
。
四
つ
の
賃
貸

住
宅
は
、

「間
宮
内
5
8
3与
さ
と、

そ
し
て

「円
曲ロ
∞何回
}
M
MW

広明
」
、

「的
nv
z
-
E
Cど
と
い
う
。
小
規
模
な
建
物
は
家
畜
小
屋
や
車
庫
だ
が
、

J
Z
5
2

と
よ
ば
れ
る
建
物
だ
け
は
賃
貸
用
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
建
物
の
う
ち

一

「心
ロ
刊
号
き
ど
、

Z
Eど

番
規
模
の
大
き
い
円
言
明
与
さ
凶
は
、
高
さ

一
八

・
四
0
メ
ー
ト
ル
、
奥
行
き

一

五

・
八
五
メ
ー
ト
ル
、
幅
六
三
メ
ー
ト
ル
あ
る
。
半
地
下
や
屋
根
裏
を
含
め
実
質

五
階
の
こ
の
建
物
で
は
各
階
を
中
廊
下
が
貫
き
、
そ
の
両
脇
に

一
五
部
屋
ず
つ
並

ぶ
。
し
た
が
っ
て
、
各
階
三
O
部
屋
、
建
物
全
体
で

一
五
O
部
屋
あ
る
。
部
屋

一

つ
が

一
家
族
用
の
住
居
で
あ
り
、
住
人
は
そ
の
部
屋
を
生
活
の
場
と
し
て
の
み
な

ら
ず
、
仕
事
場
と
し
て
も
用
い
る
。
ま
た
、

E
2ロ
2
2
2
出
に
は
こ
O
住
居
あ
る(6
)
 

が
、
そ
れ
ぞ
れ
居
間
と
台
所
が
分
か
れ
て
お
り
、

当
時
の
市
民
層
の
住
居
に
近
い
。

で
は
、
人
口
増
大
に
と
も
な
い
出
現
し
た
こ
れ
ら
の
建
物
が
当
時
の
ベ
ル
リ
ン

の
住
宅
の
な
か
で
占
め
る
位
置
を
お
さ
え
て
お
こ
う
。
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
1

建
築
後
の
一
八
二
八
年
、
市
全
体
で
七
、
三

O
O家
屋
に
五
一
、
八
一
七
の
住
居

が
あ
り
、

一
家
屋
あ
た
り
の
住
居
数
は
七

・
一
と
な
る
。
各
住
居
の
大
き
さ
を
度

外
視
す
れ
ば
、

一
五
O
住
居
あ
る

F
g
m
2
5
5
は
ベ
ル
リ
ン
の
平
均
的
な
家
屋

の
二

O
倍
強
の
住
居
を
そ
の
な
か
に
納
め
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
具
体
的
な
軒
数

{8
)
 

は
不
明
だ
が
、
ベ
ル
リ
ン
に
は
他
に
も
こ
の
程
度
の
規
模
の
家
屋
が
あ
り
、
フ
ァ

ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
が
当
時
の
ベ
ル
リ
ン
唯

一
の
大
規
模
集
合
住
宅
で
あ
っ
た
わ

22 

け
で
は
な
い
。
た
だ
、
当
時
の
ベ
ル
リ
ン
で
は
か
な
り
の
規
模
の
建
物
が
四
つ
集

〈

9
)

一
九

O
人
が
住
む
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
は
、

ま
り
、
四

O
O世
帯
、

二
、

九
世
紀
前
半
で
は
特
異
な
存
在
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

住
人
の
職
業
を
グ
ル
ン
ホ
ル
ツ
ア
ー
が
訪
れ
る
約
五
ヶ
月
前
の
家
賃
未
払
い
人

(
問
}

の
デ
l
タ
か
ら
み
て
み
よ
う
。
所
有
者
が

リ
ス
ト
(
一
八
四
二
年
一

一
月
二
日
)

作
成
し
た
こ
の
リ
ス
ト
に
は
、
家
賃
を
滞
納
し
て
い
る
こ
九
八
世
帯
の
世
帯
主
の

職
業
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
世
帯
主
の
職
業
で
は
家
内
労
働
者
が
い

で
あ
る
。
な
か
で
も
織
工
が
一

三

(165) 

ち
ば
ん
多
く
、

一
九
一
人
(
六
回

・
O
九

%
)



二
人
(
四
四

・
三
O
M
m
)

と
最
大
の
集
団
で
あ
る
。
当
時
の
ベ
ル
リ
ン
の
工
業
で

最
大
の
就
労
者
数
を
も
っ
横
維
工
業
は
問
屋
制
の
も
と
家
内
労
働
者
に
よ
っ
て
担

わ
れ
て
お
り
、

フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
l
住
民
の
大
部
分
は
そ
の
繊
維
工
業
を
底

辺
で
支
え
た
労
働
者
と
い
え
る
。
他
万
、
日
履
い
と
労
働
者
も
四

一
人

(
一
三

・

七
六
%
)

と
比
較
的
多
い
も
の
の
、
織
工
に
比
べ
る
と
少
な
い
。

こ
う
し
て
み
る

と

フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ

l
は
、
機
械
工
場
に
地
理
的
に
近
い
が
、

そ
の
労
働

1840年代ベルリンの都市社会とファミリエンホイザー

寸
機
織
り
工
場
」

者
の
住
居
と
い
う
性
格
は
そ
れ
ほ
ど
な
く
、

と
い
う
べ
き
も
の

こ
れ
に
加
え
、
独
身
女
性
が
六
二
人

(
二
0
・
八

一
%
)

で
あ
る
。

と
多
い
こ
と

も
特
徴
で
あ
ろ
う
。
ほ
か
に
営
業
従
事
者
と
廃
疾
者
が
二
人
ず
つ

(0
・
六
七
%
)

い
る
。

彼
ら
の
払
う
家
賃
は
、
C
2
m
g
Z
5
・
ω
n
y
c
g
E
帥
・
β
5円E
g
に
つ
い
て
の

所
有
者
の
報
告
を
み
る
と
、
年
二

O
か
ら
二
六
タ
i
ラ
l
の
間
に
設
定
さ
れ
て
い

(
日
)

た
。
当
時
の
ベ
ル
リ
ン
の
家
賃
の
平
均
は

一
O
O
タ
1
ラ
l
前
後
、

ま
た
年
間
家

賃
三

O
タ
!
ラ
l
以
下
の
住
居
は
市
全
体
の
住
居
の

一
八
・
六
九
%
と
い
う
数
字

を
考
え
る
と
、

こ
の
家
賃
は
当
時
の
ベ
ル
リ
ン
の
最
低
レ
ベ
ル
と
い
え
る
。
ま
た
、

市
民
層
の
住
居
に
近
い
形
の

E
2
2
2
2
E
M
の
家
賃
は
年
三

O
か
ら
三
六
タ
l

ラ
!
と
若
干
高
め
で
あ
る
。
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グ
ル
ン
ホ
ル
ツ
ア

!
の
探
訪
記
の
分
析

一
八
四

0
年
代
に
な
る
と
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
1
に
対
す
る
ベ
ル
リ
ン
市
民

の
関
心
が
高
ま
る
状
況
が
整
っ
て
く
る
。
ま
ず
、

フ
ォ
ー
ク
ト
ラ
ン
ト
に
鉄
道
の

終
着
駅
が
て
つ
設
け
ら
れ
た
た
め
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
l
の
そ
ば
の
ハ
ン
ブ
ル

ク
門
の
交
通
量
が
増
大
し
た
。
市
民
が
こ
の
建
物
を
眼
に
す
る
機
会
が
増
え
た
の

こ
れ
に
加
え
当
時
新
聞
や
雑
誌
の
影
響
力
が
拡
大
し
つ

つ
あ
り
、

(2
)
 

リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
に
関
す
る
記
事
が
の
る
よ
う
に
な
る
。

z
e
，、、

J
h

A
H
 

フ
ア
之

こ
う
し
て
フ
ァ
ミ
リ
エ

ン
ホ
イ
ザ
ー
へ
の
注
目
が
集
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
一
八
四
三
年
七
月
、

ベ
ル
リ
ン
の

社
交
界
の
中
心
人
物
の

一
人
で
あ
る
ベ
ッ

テ
ィ

l
ナ

・
フ
ォ
ン

・
ア
ル
ニ
ム
の



『
国
王
に
捧
げ
る
書
』
が
出
版
さ
れ
た
。
こ
の
本
は
彼
女
と
親
交
が
あ
り
、
四

O

年
に
即
位
し
た
国
王
フ
リ
i
ド
リ
ヒ

・
ヴ
イ
ル
ヘ
ル
ム
四
世

へ
の
意
見
書
で
あ
る
。

こ
の
本
の
付
録
が
グ
ル
ン
ホ
ル
ツ
ア
!
の
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
1
探
訪
記
で
あ

る
。
四
二
年

一
O
月
か
ら

一
0
ヶ
月
ベ
ル
リ
ン
大
学
に
留
学
し
て
い
た
グ
ル
ン
ホ

ル
ツ
ア
ー
は
、

四
三
年
の
三
月
末
か
ら
の
約

一
ヶ
月
で

一
四
回
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ

イ
ザ
i
を
訪
れ
た
。
そ
こ
で
お
こ
な
っ
た
三
三
世
帯
の
住
民
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

(3
}
 

を
ま
と
め
た
の
が
こ
の
探
訪
記
で
あ
る
。

こ
の
探
訪
記
を
分
析
す
る
さ
い
の
留
意
点
と
し
て
三
点
あ
げ
て
お
こ
う
。
第

一

に
、
グ
ル
ン
ホ
ル
ツ
ア
ー
は
体
系
的
な
調
査
を
お
こ
な
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
見

学

落
と
し
ゃ
書
き
落
と
し
が
考
え
ら
れ
る
。
第
二
に、

一
般
の
市
民
層
と
は
ち
が
い

史

彼
は
労
働
者
に
道
徳
面
の
危
険
を
み
る
こ
と
は
な
く
、
住
民
の
状
況
に
も
向
精
や

理
解
を
示
す
。
た
だ
、
労
働
者
の
人
間
関
係
の
よ
さ
を
賞
賛
す
る
態
度
が
み
ら
れ

る
点
は
注
意
を
要
す
る
。
最
後
に
、
彼
は
ス
イ
ス
の
小
工
業
都
市
パ
ウ
マ
の
中
等

学
校
で
労
働
者
の
子
弟
を
教
え
て
い
心
。
彼
は
教
育
の
専
門
家
で
あ
り
、
ま
た
こ

j学西

の
経
験
か
ら
労
働
者

へ
の
理
解
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
グ
ル
ン
ホ
ル
ツ
ア
ー
は
自
分
の
調
査
対
象
が
住
民
の
平
均
と
主
張
す

A6
}

(

7
}
 

る
が
、
ガ
イ
ス
ト
ら
の
研
究
も
指
摘
す
る
よ
う
に
こ
の
主
張
は
認
め
て
も
よ
い
。

た
と
え
ば
、
世
帯
主
の
職
業
構
成
は
前
章
で
分
析
し
た
家
賃
未
払
い
人
リ
ス
ト
で

は
織
工
が
一
番
大
き
な
集
団
で
あ
り
、
そ
れ
に
独
身
女
性
と
日
雇
い

・
労
働
者
が

続
く
。
そ
の
傾
向
は
探
訪
記
で
と
り
あ
げ
ら
れ
た
世
帯
主
の
寸
自
称
の
職
業
」
(
表
)

で
も
同
じ
で
あ
る
。
織
て
が

一
五
人
で
あ
り
、
独
身
女
性
の
六
人
と
日
雇
い
や
労

働
者
の
四
人
が
織
工
に
続
く
。

ガ
イ
ス
ト
ら
も
探
訪
記
を
中
心
に
他
の
史
料
も
ま
じ
え
住
民
の
状
況
の
再
現
を

業

自材、の職業 :実際の聡業 ページ 自称の験業:実際の穀業 ページ

1.きこり:労働不能 S.537f. 18.商品の運搬 $. 568f. 

2.織工:失業 S.538f. 19.鋳造(労働者) $.569・571

3.織工/織工 (雇い人) S.539f. 20.骨と紙屑集め S.57lf. 

4.織工 S.540f. 21.織工 :切府片付け or材木集め S.572f. 

5.家具戦人 :失業 S.54lf. 22. 日雇い S.573 

6.靴職人 S.542-545 23.家具験人:日履い S.573-575 

7.寡姉+糸巻 :失業/織工 :失業 S.545・549 24.靴下織り S.575-577 

8.傷撰隼人 :玩具っくり S.549-551 25.寡婦+洗j置と床掃除 S.577!. 

9.仕立昼 $.551・555 26.織工:労働不能 S.578f. 

10. ガラス職人 $.555・558 27.織工:エプロンの紐作り S.579f. 

11.織工:労働不能 S.558f. 28.労働者:乞食 $.580L 

12.寡婦+糸巻き S.559f. 29.織工 S.581 

13.織工 $. 560f. 30.織工:失業 S.582 

14.織工 :糸巻き S.562f. 31.失業 $.582r. 
15.寡婦+骨拾い S.563r. 32. ネッカチーフ織り (識工) $. 583f. 

16.寡婦+糸巻き $.564・566 33.洗i霊女 (夫は機彼工) S.5制f.

17.織工 S.566-568 

駿の主帯世
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2つの級品監を分けていない治会は尚方合致。
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試
み
て
い
る
が
、

本
稿
で
は
探
訪
記
が
市
民
層
に
ど
う
読
ま
れ
た
か
と
い
う
関
心

か
ら
探
訪
記
の
み
に
分
析
を
加
え
る
。

ま
ず
世
帯
構
成
を
み
る
と
、

当
時
の
労
働
者
の
慣
習
で
あ
り
、
市
民
か
ら
問
題

視
さ
れ
た
文
貸
し
ゃ

ω
♀
Z
P
5
R
v
g
は
な
い
。
夫
や
妻
が
亡
く
な
っ
た
世
帯

が
多
い
(
寡
婦
五
人

・
や
も
め
ざ一
人
)
。
そ
し
て
、

独
立
が
期
待
さ
れ
る
。

こ
ど
も
は

一
二
歳
前
後
で
の

1840年代ベルリンの都市社会とファ ミリエンホイザー

次
に
、
表
は
世
帯
主
の
職
業
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
「
自
称
の
職
業
」
を

み
る
と
織
工
が

一
五
人
と
半
数
近
く
を
占
め
、
ま
た
寡
婦
、
妻
、
こ
ど
も
の
重
要

な
収
入
源
と
し
て
機
織
り
の
準
備
作
業
で
あ
る
糸
巻
き
の
作
業
が
あ
る
。
そ
れ
で
、

フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
l
は
「
機
織
り
工
場
」
の
機
相
を
帯
び
る
。
住
民
は
ベ
ル

リ
ン
の
産
業
を
底
辺
で
支
え
た
労
働
者
と
い
え
る
。
住
人
に
は
手
工
業
的
職
種
を

営
む
者
や
手
に
職
を
も
た
な
い
者
も
い
る
。
ど
の
よ
う
な
職
業
で
も
住
民
の
生
計

は
不
安
定
で
あ
る
。
「
自
称
の
職
業
」

と
「
実
際
の
職
業
L

の
食
い
違
い
が
示
す

よ
う
に
、
本
来
の
職
業
に
つ
け
な
か
っ
た
り
、
失
業
中
の
者
が
い
る
。
彼
ら
は
収

(ロ
)

入
が
減
る
と
衣
服
や
家
具
を
売
っ
た
り
、
質
に
い
れ
た
り
し
て
裸
同
然
と
な
る
。

(日
)

{

M

)

{

M

M

)

食
事
を
滅
ら
し
、
さ
ら
に
家
賃
を
滞
納
す
る
。
月
に
二
タ
l
ラ
!
前
後
の
家
賃
の

滞
納
が
ひ
ど
く
な
っ
た
住
民
は
所
有
者
に
よ
っ
て
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
か
ら

(
日
叩
}

追
い
だ
さ
れ
る
。
市
内
の
住
居
の
家
賃
が
払
え
な
く
て
引
っ
越
し
て
き
た
者
が
多

{

げ

}

(

同

時

)

か
っ
た
の
で
、
追
い
だ
さ
れ
た
住
民
は
路
ヒ
に
住
ま
ざ
る
を
え
な
い
。

{
mm
}
 

そ
う
し
た
住
民
が
人
間
関
係
を
帯
に
し
て
生
活
し
て
い
た
。
ま
た
、
ベ
ル
リ
ン

市
民
が
「
市
民
社
会
の
構
成
員
」
を
増
や
す
た
め
に
救
貧
学
校
や
礼
拝
時
間
と
い

っ

(
初
』

た
改
革
事
業
を
お
こ
な
う
が
、
住
民
は
そ
う
し
た
事
業
に
市
民
が
意
図
し
た
よ
う

に
は
対
応
し
な
い
。
学
校
に
つ
い
て
は
、
教
育
の
専
門
家
で
あ
る
グ
ル
ン
ホ
ル

ツ
ア
ー
は
質
問
と
答
の
機
械
的
な
反
復
に
終
始
す
る
そ
の
教
育
内
容
に
批
判
的
で

(n
)
 

あ
る
。

(168) 

以
上
の
探
訪
記
の
分
析
結
果
も
グ
ル
ン
ホ
ル
ツ
ア
!
の
眼
を
通
し
て
み
た
一
つ

の
「
イ
メ
ー
ジ
」
に
す
ぎ
な
い
。
た
だ
、
第

一
章
の
家
賃
来
払
い
人
リ
ス
ト
の
分

析
と
同
棟
、
探
訪
記
の
分
析
か
ら
も
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
l
の
「
機
織
り
工
場
」

と
し
て
の
姿
が
浮
か
び
あ
が
っ
た
。
家
賃
も
月
二
タ
l
ラ
l
前
後
(
年
二
四
タ
|

ラ
l
)
と
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
れ
は
年
二
O
か
ら
二
六
タ
i
ラ
!
と
す
る

所
有
者
の
報
告
と
符
合
す
る
。
次
に
確
認
す
る
が
、

フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
で

は
又
貸
し
の
類
は
禁
止
さ
れ
、
そ
う
し
た
習
慣
は
み
ら
れ
な
か

っ
た
が
、
探
訪
記

に
も
記
載
は
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
探
訪
記
は
完
全
な
客
観
的
史
料
と
は
い
え
な

い
が
、
グ
ル
ン
ホ
ル
ツ
ア
ー
が
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
!
の
実
態
を
あ
る
程
度
的

確
に
と
ら
え
て
い
た
と
み
て
さ
し
っ
か
え
な
い
。
以
上
の
分
析
結
果
が
フ
ァ
ミ
リ

25 

エ
ン
ホ
イ
ザ
l
の
否
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
異
な
る
の
は
こ
と
さ
ら
強
調
す
る
ま
で

も
あ
る
ま
い
。
探
訪
記
の
叙
述
の
う
ち
否
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
関
わ
る
点
を
こ
こ

で
改
め
て
分
析
し
、
両
者
の
ず
れ
を
お
さ
え
て
お
く
。

ま
ず
、
当
時
の
市
民
層
か
ら
問
題
祝
さ
れ
た
文
貸
し
ゃ
切
の
一M
g
p己
門

的

n
V
2
の

習
慣
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
否
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
で
は
そ
う
し
た
習
慣
が
フ
ァ
ミ

リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
で
存
在
し
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
う
し
た
習

慣
は
探
訪
記
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、

三
0
年
代
以
降
お
こ
な
わ
れ
た

{
幻
}

住
民
調
査
で
も
ほ
と
ん
ど
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は

一
八
二
八
年
に
帯
視
庁

が
だ
し
た
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
l
に
つ
い
て
の
指
令
で
こ
う
し
た
習
慣
が
禁
止

さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
の
後
住
民
の
入
退
去
は
警
視
庁
の
監
視
の
も
と
に
あ
っ

た
。
探
訪
記
を
み
る
と
血
縁
関
係
に
な
い
者
の
同
居
は
二
例
の
み
で
あ
り
、
そ
れ



ら
も
家
計
を
同
じ
く
し
て
お
り
、
又
貸
し
で
は
な
い
。
第

一
の
例
は
独
身
の
織
工

が
世
帯
主
の
住
居
で
、
彼
は
雇
い
入
れ
た
子
連
れ
の
や
も
め
と
生
活
と
仕
事
を
と

(
お
)

も
に
し
て
い
る
。
二
つ
目
は
独
身
の
織
工
と
糸
巻
き
を
職
業
と
す
る
寡
婦
が
同
棲

(
お
}

し
て
い
る
所
帯
で
、
彼
ら
は
実
質
的
に
夫
婦
で
あ
る
。

次
に
、
否
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
で
は
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
!
は
道
徳
的
に
問
題

が
あ
る
と
さ
れ
、
極
端
な
場
合
住
民
を
常
習
的
な
犯
罪
者
と
し
て
し
ま
う
。
探
訪

記
に
は
そ
の
類
の
記
載
は
な
い
が
、
住
民
の
人
間
関
係
の
良
さ
を
賞
賛
す
る
グ
ル

ン
ホ
ル
ツ
ア
ー
の
態
度
の
た
め
道
徳
的
な
問
題
が
は

っ
き
り
普
か
れ
な
か

っ
た
に

す
ぎ
な
い
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
。
た
だ
、
探
訪
記
の
分
析
か
ら
住
民
の
多
数
は

学

ベ
ル
リ
ン
の
産
業
を
底
辺
で
支
え
つ
つ
、
ぎ
り
ぎ
り
の
状
態
で
不
安
定
な
生
活
を

送
る
人
々
で
あ
る
と
い
う
結
果
を
え
た
。
こ
れ
は
常
習
的
な
犯
罪
者
か
ら
は
ほ
ど

史

遠
い
。
ま
た
、

探
訪
記
に
は
住
民
が
警
察
の
厄
介
に
な
っ
て
い
る
状
況
が
し
ば
し
(幻
}

ば
で
て
く
る
。
こ
れ
も
、
生
活
苦
か
ら
乞
食
を
し
た
た
め
警
察
に
拘
禁
さ
れ
た
り
、

{
伺
帥
)

容
貌
が
警
官
の
注
意
を
ひ
き
や
す
い
と
い
っ
た
も
の
で
あ
り
、
否
定
的
な
イ
メ
l

洋西

ジ
と
は
様
相
が
異
な
る
。

最
後
に
、

フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
l
が
衛
生
上
問
題
あ
り
と
す
る
の
も
否
定
的

な
イ
メ
ー
ジ
の
特
徴
で
あ
る
。
探
訪
記
に
三
三
世
帯

・
一
三
四
人
記
さ
れ
て
い
る

う
ち

一
七
世
帯
に
二
六
人
と
か
な
り
の
病
人
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
グ
ル
ン
ホ
ル

ツ
ア
ー
は
病
気
を
逐

一
記
さ
な
か

っ
た
可
能
性
も
あ
り
、
実
際
に
は
病
人
の
数
は

こ
れ
よ
り
多
か
っ
た
と
お
も
わ
れ
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
否
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
と

探
訪
記
の
記
述
が
合
致
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
探
訪
記
の
記
述
を
よ
く
読
む
と
実

(
初
)

は
そ
う
い
え
な
い
。
彼
ら
の
病
気
は
、
腸
チ
フ
ス
の
よ
う
な
伝
染
病
も
あ
る
も
の

の
、
ほ
と
ん
ど
が
て
ん
か
ん
、
脱
腸
な
ど
の
慢
性
的
な
病
や
労
働
不
能
と
な
る
怪

(幻
)

我
で
あ
る
。
当
時
の
市
民
層
が
衛
生
上
問
題
が
あ
る
と
す
る
時
、
そ
れ
は
「
伝
染

と
し
て
で
あ
る
。
病
気
が
多
い
と
い
っ

て
も
、
そ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
と

病
の
家
」

は
ち
が
い
慢
性
的
な
も
の
で
あ
る
の
は
強
調
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

以
上
、
探
訪
記
を
よ
む
と
否
定
的
な
も
の
と
は
異
な
る
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ

ザ
ー
の

「
イ
メ
ー
ジ
」
を
え
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。

+
主
主言
ロ

(l
)
 

(2
)
 切・出。。・

(3)

の
-c-
穴
J
P
E
O
-
-
∞・
ω
EO
N
-
吋
以
下
、
グ
ル
ン
ホ
ル
ツ
ア
ー
が
イ
ン
タ
ピ
ユ
|

し
た
世
帯
に

つ
い
て
は
、
探
訪
記
の
記
載
順
に
世
帯
に
番
号
を
つ
け、

そ
の
番
号
で

引
用
箇
所
を
示
す
。
世
帯
の
番
号
と
そ
の
探
訪
記
の
該
当
頁
は
表
参
照
。

(
4
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探
訪
記
発
行
以
前

三
牽
と
四
章
で
は
、
ガ
イ
ス
ト
ら
の
史
料
集
に
収
録
さ
れ
て
い
る
当
時
の
新
聞
、

雑
誌
、
小
説
が
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
!
と
そ
の
周
辺
の
フ
ォ
ー
ク
ト
ラ
ン
ト
を

ど
の
よ
う
に
あ
つ
か

っ
て
い
る
の
か
を
、
探
訪
記
の
分
析
結
果
と
対
比
し
つ
つ
整

理
す
る
。新
聞
や
雑
誌
の
記
事
は
全
文
が
収
録
さ
れ
、
小
説
な
ど
に
つ
い
て
は
フ
ア

ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
、ザ
ー
を
叙
述
し
た
部
分
の
完
全
な
抜
粋
で
あ
る
。
ガ
イ
ス
ト
ら
の

研
究
は
こ
れ
ら
の
史
料
の
う
ち
探
訪
記
発
行
以
降
の
も
の
の

一
部
を
、
誇
張
し
た

(
2
}
 

史
料
と
、
ベ
ル
リ
ン
の
社
会
構
造
に
正
確
に
位
置
づ
け
た
史
料
(
ザ
ス
や
ド
ロ
ン

(
3
}
 

ケ
の
記
述
)
の
二
つ
に
分
け
る
。
た
だ
、
彼
ら
の
こ
の
分
類
は
き
ち
ん
と
し
た
史

料
の
分
析
に
基
づ
い
て
お
ら
ず
、
史
料
を
細
か
く
分
析
す
る
と
彼
ら
の
分
類
と
は

ち
が

っ
た
結
論
を
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
収
録
さ
れ
た
史
料
の
多
く
は
分

(4
〉

析
が
加
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、

そ
れ
ら
の
史
料
も
含
め
改
め
て
ガ
イ
ス
ト
ら
の
研
究
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に
収
録
さ
れ
て
い
る
史
料
を
分
析
し
よ
う
。

ま
ず
、
探
訪
記
発
行
以
前
の
史
料
を
み
て
い
こ
う
。

フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
l
は

一
八
二
0
年
代
に
建
て
ら
れ
て
か
ら
一
ニ
0
年
代
半

ば
ま
で
市
当
局
や
警
視
庁
の
論
議
の
対
象
と
な
る
。
そ
う
し
た
状
況
は
稿
を
改
め

て
論
じ
る
予
定
だ
が
、
こ
の
建
物
に
対
す
る
こ
れ
ら
の
行
政
機
構
の
認
識
は
次
の

よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
市
当
局
と
警
視
庁
は
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
の
よ
う

に
一
ケ
所
に
労
働
者
が
集
ま
る
建
物
の
道
徳
、
衛
生
、
防
犯
上
の
危
険
性
を
強
く

認
識
す
る
。
ま
た
、
市
当
局
や
警
視
庁
は

ω
n
E曲
p
c
g
n
v
g
や
又
貸
し
を
非
難
し
、

そ
の
結
果

一
八
二
八
年
に
こ
れ
ら
の
慣
習
は
フ

ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
で
は
禁
止

さ
れ
る
。
す
で
に
市
の
行
政
機
構
レ
ベ
ル
で
は
建
築
直
後
か
ら

一
八
四

0
年
代
に

市
民
層
に
根
強
く
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
イ
メ
ー
ジ
で
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
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れ
に
加
え
、
救
貧
負
担
の
増
大
に
悩
む
市
当
局
に
は
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
!
の

存
在
は
認
め
が
た
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
そ
こ
に
集
ま
る
住
民
の
多
く
は
貧
困
を
理

由
に
市
民
税
で
あ
る
家
賃
税
の
支
払
が
免
除
さ
れ
る
の
だ
が
、
彼
ら
は
ま
た
救
貧

扶
助
を
求
め
て
市
に
負
担
を
か
け
か
ね
な
か

っ
た
。

一
八
三

0
年
代
ま
で
は
市
の
行
政
機
構
や

一
部
の
市
民
の
み
が
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン

ホ
イ
ザ
l
に
関
心
を
も
っ
た
に
す
ぎ
な
い
が
、

一
八
四

0
年
代
に
な
る
と
こ
の
建

物
に
関
す
る
記
事
が
新
聞
や
雑
誌
に
の
る
よ
う
に
な
り
、
状
況
は
変
わ
る
。

フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
!
が
新
聞
や
雑
誌
で
は
じ
め
て
と
り
あ
げ
ら
れ
た
の
は
、

ガ
イ
ス
ト
ら
の
研
究
に
よ
る
と

『若
き
世
代
h

で
あ
る
。
共
産
主
義
者
ヴ
ア
イ
ト

リ
ン
ク
が

一
八
四
二
年

一
月
に

『ド
イ
ツ
青
年
の
救
い
を
呼
ぶ
声
』
を
改
称
し
て
、

創
刊
し
た
こ
の
雑
誌
は
、

一
八
四
三
年
五
月
の
彼
の
逮
捕
ま
で
出
版
さ
れ
た
。
千



部
印
刷
さ
れ
、
う
ち
四
百
部
が
フ
ラ
ン
ス
、
百
部
が
ロ
ン
ド
ン
と
発
行
部
数
の
か

な
り
が
外
国
に
送
ら
れ
た
。
こ
の
雑
誌
の

一
八
四
二
年
八
月
号
の
円
2
2
4
2
t

m
r
R
と
題
す
る
匿
名
の
記
事
に
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て

い
る
。
ガ
イ
ス
ト
ら
の
研
究
は
著
者
を
青
年
ド
イ
ツ
派
に
属
す
る

K
-
グ
ツ
コ
と

{
S
}
 

推
定
す
る
。

父
親
の
家
が
ハ
ン
ブ
ル
ク
門
か
ら
遠
か
ら
ぬ
場
所
に
あ
っ
た
と
い
う
著
者
は
、

家
の
近
く
に
ベ
ル
リ
ン
の
軽
蔑
に
値
す
る
不
名
誉
が
二
つ
あ
っ
た
と
の
ベ
る
。
死

刑
執
行
場
と
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
で
あ
る
。
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
i
は
理

性
的
な
社
会
秩
序
か
ら
は
な
れ
て
し
ま
い
、
人
間
や
市
民
の
家
族
の
住
居
と
い
う

よ
り
も
殺
人
者
の
巣
で
あ
る
。
悪
魔
が
各
部
屋
の
仕
切
り
に
お
り
、
血
の
気
が
な

学

く
、
や
せ
衰
え
、
そ
し
て
じ
ゃ
が
い
も
酒
や
ザ
ウ
ア
l
ク
ラ
ウ
ト
で
腫
れ
あ
が

っ

史

た
住
民
が
な
ら
ん
で
寝
て
い
る
。
さ
ら
に
、

フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
を
「
伝
染

t学西

病
の
家
」
と
表
現
し
、
「
き
ち
ん
と
し
た
身
な
り
の
人
は
夜
に
こ
こ
へ
ゆ
け
な
い
」

と
い
う
。
住
民
に
つ
い
て
は
、

宗
教
戦
争
が
発
生
し
た
場
合
に
敵
は
こ
の
建
物
か

ら
徴
集
さ
れ
る
と
い
い
、

一
般
の
市
民
と
は
異
な
っ
た
価
値
観
を
も
っ
た
存
在
と

し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
以
上
の
悲
惨
な
状
態
の
原
因
は
人
間
の
権
利
の
不
均

衡
に
あ
り
、
唯

一
の
救
済
手
段
は
全
体
を
犠
牲
に
し
て
個
人
に
有
利
に
す
る
よ
う

な
私
的
所
有
権
を
変
革
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
グ
ル
ン
ホ

ル
ツ
ア

l
の
探
訪
記
と
は
異
質
な
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ

ザ
!
の
イ
メ
ー
ジ
が
語
ら
れ
て
い
る
。
グ
ル
ン
ホ
ル
ツ
ア

ー
と
ち
が
い
住
民
に
向

情
を
も
っ
て
い
な
い
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
こ
の
記
事
の
筆
者
に
と

っ
て
は
、
フ
ア

ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
l
は
犯
罪
者
や
病
気
の
巣
窟
で
あ
り
、
普
通
の
人
が
容
易
に
近

づ
き
え
な
い
場
所
で
あ
る
。
そ
れ
で
、
彼
は
フ

ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
が

「軽
蔑

に
値
す
る
不
名
誉
」
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。
こ
の
文
・話
は
否
定
的
な
認
識
の

も
っ
と
も
は
っ
き
り
現
れ
た
例
と
い
え
る
。
こ
の
記
事
は
同
年
九
月
一ニ

O
日
の
タ
フ

(9
}
 

イ
ン
新
開
』
に
も
ほ
ぼ
原
文
ど
お
り
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

次
に
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
を
と
り
あ
げ
た
の
は

一
八
四
二
年
一

一
月
一
七

日
の
ベ
ル
リ
ン
の
地
方
新
聞

『駅
伝
』
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

{
ぬ
)

J
・
H
・ベ

l
タ
が
記
事
を
書
い
て
い
る
。

ベ
ー
タ
は
凍
え
て
動
け
な
く
な
っ
た
脊
年
を
辻
馬
車
で
送
っ
て
、

「ベ

ル
リ
ン

の
あ
ら
ゆ
る
悲
惨
さ
が
す
べ
て
の
道
路
や
路
地
か
ら
集
ま
っ
た
」
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン

一
九

O
人
の
住
人
は
ベ

ッ
ド
、
机
、
木
材

(
燃
料
)
、

衣
類
、
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
、
靴
、
仕
事
、
金
、
じ
ゃ
が
い
も
、
見
込
み
、
慰
め
、
同

情
と
い

っ
た
普
通
の
市
民
や
労
働
者
が
も
て
る
も
の
を
も
て
ず
、
ポ
ロ
服
、
変
わ

ら
(
布
団
)
、
汚
れ
、
有
害
動
物
、
飢
え
を
も
っ
。
ベ
ー
タ
が
送
っ
た
青
年
は

一

ホ
イ
ザ
l
に
い
っ
た
。
:、
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一
人
の
こ
ど
も
を
も
っ
織
工
で
あ
り
、
家
族
企
員
が
ボ
ロ
を
着
、
麦
わ
ら
を
か
ぶ
っ

て
寝
る
。
月

一
O
か
ら

一
二
タ
l
ラ
l
以
上
は
稼
げ
ず
、
机
の
替
わ
り
の
丸
太
と

織
機
を
お
い
た
部
屋
の
家
賃
に
年
三
六
タ
l
ラ
i
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
妻

は
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
や
靴
が
な
い
た
め
外
に
で
ら
れ
ず
、
こ
ど
も
は
凍
死
し
な
い
た

め
に

一
日
中
部
屋
に
い
る
。
部
屋
の
隅
に
チ
ョ
ー
ク
で
線
が
ひ
い
て
あ
り
、
そ
こ

は
別
の
夫
婦
に
こ
O
ジ
ル
バ

1
グ
ロ

ッ
シ
ェ
ン
で
又
貸
し
し
て
い
る
。
フ
ァ
ミ
リ

エ
ン
ホ
イ
ザ
l
の
住
民
は
、
市
内
で
は
家
賃
が
払
え
ず
、
家
主
か
ら
家
具
や
ま
あ

ま
あ
の
状
態
の
衣
装
を
差
し
押
さ
え
ら
れ
た
う
え
で
住
居
か
ら
放
り
だ
さ
れ
た
家

族
、
市
の
も

っ
と
も
貧
し
い
者
(
骨

・
ぼ
ろ
拾
い
や
住
民
の
な
か
で
は
も
っ
と
も

豊
か
な
き
こ
り
)
、
そ
し
て
出
所
し
て
き
た
受
刑
者
や
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
泥
棒
や

(171) 

ご
ろ
つ
き
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
の
べ
た
う
え
で
ペ

l
タ
は
自
助
こ
そ
が
こ
う



し
た
状
況
か
ら
の
救
済
を
可
能
に
す
る
と
主
張
し
て
報
告
を
し
め
く
く
る
。

先
に
分
析
し
た
『
若
き
世
代
』

の
記
事
と
比
べ
る
と
住
民
に
同
情
的
で
あ
る
。

こ
の
点
で
ベ
!
タ
は
グ
ル
ン
ホ
ル
ツ
ア
!
と
立
場
を
同
じ
く
す
る
。
ま
た
、
住
民

が
裸
同
然
の
状
態
で
あ
る
と
か
、
市
内
に
住
め
な
く
て
引
っ
越
し
て
き
た
と
い
っ

た
、
探
訪
記
に
も
記
さ
れ
て
い
た
状
況
が
諮
ら
れ
て
い
る
。
ベ
ー
タ
が
送
っ
た
青

J840年代ペルリンの都市社会とファミリエンホイザー

年
が
家
内
労
働
に
従
事
す
る
織
主
で
あ
る
の
は
、
住
民
の
職
業
構
成
を
考
え
る
と

あ
り
そ
う
な
話
で
あ
る
。
本
当
に
い
っ
た
か
ど
う
か
は
別
に
し
て
、
彼
が
確
か
な

情
報
源
を
も
と
に
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
を
叙
述
し
た
可
能
性
は
あ
る
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
部
屋
の
空
間
の
又
貸
し
が
指
摘
さ
れ
、
住
民
に
「
あ
ら
ゆ
る
種
類

の
泥
棒
や
ご
ろ
つ
き
」
が
い
る
と
の
べ
る
な
ど
グ
ル
ン
ホ
ル
ツ
γ
!
の
探
訪
記
の

叙
述
と
は
ず
れ
る
点
も
み
ら
れ
る
。

発
行
部
数
の
か
な
り
が
外
国
に
送
ら
れ
た

『若
き
世
代
』
と
ち
が
い
、
ベ
ル
リ

ン
の
地
方
新
聞
で
あ
る
『
駅
伝
』
に
掲
載
さ
れ
た
こ
の
記
事
に
ベ
ル
リ
ン
の
住
民

か
ら
反
応
が
あ
る
。
二
ヶ
月
後
の

一一

一
月
二
九
日
、
当
時
の
ベ
ル
リ
ン
の
二
大
新
(川
}

開
の

一
つ

『
フ
ォ
ス
新
聞
』
が
、
こ
の
記
事
に
対
す
る
匿
名
の
反
論
を
掲
載
し
た
。

ガ
イ
ス
ト
ら
は
著
者
を
地
区
の
救
貧
委
員
会
の
委
員
長
と
推
定
す
る
。
こ
の
匿
名

氏
は
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
l
の
内
部
の
状
況
を
長
年
に
わ
た
っ
て
正
確
に
把
爆

し
て
き
た
と
い
う
。
彼
は

『駅
伝
』
の
記
事
は
ま
る
で
み
て
き
た
か
の
よ
う
に
笹

い
て
い
る
が
、
そ
れ
は
疑
わ
し
い
と
主
張
す
る
。

ま
ず
、
チ
ョ
ー
ク
の
線
で
数
家
族
が
部
屋
を
分
け
て
い
る
と
い
う
長
年
広
ま
っ

て
い
る
根
拠
の
な
い
、
悪
意
に
満
ち
た
報
告
が
蒸
し
返
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。

前
章
で
み
た
よ
う
に
当
時
の
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
に
は
部
屋
の
空
間
の
又
貸

し
は
な
い
。
こ
の
点
、
匿
名
氏
は
状
況
を
的
確
に
捉
え
て
い
る
。
ま
た
探
訪
記
か

ら
え
ら
れ
る
イ
メ
ー
ジ
と
も
合
致
す
る
。

(172) 

次
に
、
彼
は
ベ

l
タ
が
送
っ
た
と
い
う
青
年
の
存
在
も
疑
問
視
す
る
。
ご
エ
ハ
タ
l

ラ
ー
の
家
賃
を
払
い
、

一
一
人
の
こ
ど
も
を
も
ち
、
又
借
り
人
を
受
け
い
れ
た
背

年
は
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
に
は
い
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
指
摘
に
続

け
て
匿
名
氏
は
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
l
の
状
況
を
次
の
よ
う
に
い
う
。
四

O
O

あ
る
住
居
の
家
賃
は
ニ

O
タ
l
ラ
l
、
二
四
タ
l
ラ
l
、
そ
し
て
三

O
タ
l
ラ
l

で
あ
る
。
二
、
五
O
O人
以
上
の
住
人
の
大
部
分
が
も
っ
と
も
貧
し
い
状
態
、

つ

ま
り
食
料
、
衣
服
、
寝
床
な
し
で
生
活
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
住
民
の
間

に
生
活
必
需
品
の
価
格
上
昇
の
な
か
、
貧
窮
が
増
大
し
て
い
る
。

家
賃
に
つ
い
て
当
時
の
所
有
者
は

E
332
2
2
ω

は一ニ

O
か
ら
三
六
タ
l

ラ
1
、
他
の
大
規
模
な
建
物
は
二
O
か
ら
二
六
タ
l
ラ
!
と
報
告
し
て
い
る
。
ベ
l

タ
の
記
事
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
背
年
の
払
う
家
賃
は
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
l
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で
も

一
番
上
の
部
類
で
あ
り
、
玄
n
5
2
Z
E
∞
の
家
賃
に
相
当
す
る
。
だ
が
、
第

一
章
で
の
べ
た
よ
う
に
、

E
2
32
2
2同
の
住
居
は
台
所
と
居
間
が
分
か
れ
て
い

る
が
、
『
駅
伝
』
の
記
事
で
は
青
年
の
住
居
は
単
数
で

N
F
SE
R
と
記
さ
れ
る
の

み
で
、
台
所
の
存
在
は
の
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
見
落
と
し
も
考
え
ら
れ
る
が
、
住

居
の
状
況
か
ら
は
青
年
の
部
屋
は
大
規
模
な
建
物
に
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
ベ

ー

タ
の
記
事
は
家
賃
と
部
屋
の
状
況
の
聞
に
矛
盾
が
生
じ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、

匿
名
氏
の
あ
げ
る
数
字
は
所
有
者
の
報
告
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
匿
名
氏
は
貧
困
の
さ
い
の
意
気
消
沈
を
不
潔
や
ふ
し
だ
ら
と
取
り
ち

が
え
て
は
い
け
な
い
と
い
う
。
泥
棒
や
ご
ろ
つ
き
、
そ
し
て
と
く
に
出
所
し
た
受

刑
者
が
新
し
い
住
民
と
し
て
受
け
い
れ
ら
れ
る
と
い
う
の
も
嘘
で
あ
る
と
主
張
す

る
。
前
章
で
み
た
よ
う
に
住
民
に
は
警
察
の
厄
介
に
な
る
者
も
い
た
が
、
彼
ら
は



泥
棒
や
ご
ろ
つ
き
と
一
緒
に
あ
っ
か
わ
れ
る
常
習
的
な
犯
罪
者
で
は
な
い
。
こ
う

し
た
点
で
も
、
グ
ル
ン
ホ
ル
ツ
ア

l
の
認
識
と
匿
名
氏
の
は
同
じ
で
あ
り、

ベ

タ
の
認
識
は
ず
れ
て
い
る
c

最
後
に
再
び
又
貸
し
が
と
り
あ
げ
ら
れ、

彼
は
又
貸
し
が
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ

ザ
ー
で
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
警
視
庁
で
開
い
て
く
る
こ
と
を
ベ

l
タ
に
盤

む
。
第
二
章
で
の

べ
た
よ
う
に
、
又
貸
し
は

一
八
二
八
年
に
禁
止
さ
れ
、
そ
の
後

住
民
の
入
退
去
は
警
視
庁
の
監
視
の
も
と
に
あ
っ
た
の
だ
が
、
匿
名
氏
は
そ
う
し

た
状
況
を
心
得
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

前
車
ま
で
で
の
べ
た
こ
と
か
ら
判
断
す
る
と
匿
名
氏
は
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ

ザ
ー
の
状
況
を
知
っ
て
い
た
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
彼
は
グ
ル
ン
ホ
ル
ツ
ア
ー
に

学

近
い
フ
ァ
ミ
リ
ヱ
ン
ホ
イ
ザ

l
・
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
い
た
。
他
方
、

ベ
ー
タ
の

史

記
事
は
、
グ
ル
ン
ホ
ル
ツ
ア
ー
に
立
場
が
近
い
よ
う
に
見
え
る
が
、

マ
イ
ナ
ス
の

i羊両

イ
メ
ー
ジ
が
顔
を
だ
し
て
し
ま

っ
て
い
る
。

(
日
)

ベ
l
タ
は

一
八
四
三
年
九
月

一
六
日
に
再
反
論
を

『駅
伝
』
に
掲
載
す
る
。
探

訪
記
出
版
後
の
史
料
だ
が
、
話
の
脈
絡
か
ら
こ
こ
で
と
り
あ
げ
る
。
こ
の
記
事
を

分
析
す
る
と
、
両
者
の
議
論
に
は
微
妙
な
ず
れ
が
み
ら
れ
る
。
匿
名
氏
は
ベ

1
タ

の
記
事
が
現
実
に
な
い
こ
と
を
書
い
て
い
る
と
主
張
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ

の
記
事
の
内
容
を
ベ

l
タ
は
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
!
の
状
況
が
自
分
の
記
事
で

の
べ
ら
れ
て
い
る
ほ
ど
悪
く
な
い
と
主
張
し
て
い
る
の
だ
と
理
解
し
て
い
る
。
又

貸
し
ゃ
犯
罪
者
の
居
住
が
な
い
と
い
う
の
は
ベ

l
タ
に
と
っ
て
は
状
況
が
悪
く
な

い
と
い
う
こ
と
に
等
し
い
の
で
あ
る
。
い
い
か
え
る
と
、
彼
は
劣
悪
な
住
環
境
な

ら
ば
、

こ
う
し
た
状
況
が
必
然
的
に
生
じ
る
と
考
え
て
い
る
。
し
か
も
、
彼
は
こ

(M
}
 

の
記
事
で
グ
ル
ン
ホ
ル
ツ
ア
l
の
探
訪
記
に
言
及
し
、
三
日
後
の
九
月

一
九
日
の

『駅
伝
』

Am}
 

で
は
探
訪
記
が
と
り
あ
げ
た
世
帯
の
う
ち
五
例
を
紹
介
し
て
お
り
、
彼

が
実
際
に
探
訪
記
を
読
ん
だ
の
は
疑
い
を
い
れ
な
い
。
さ
ら
に
、

彼
は
探
訪
記
の

記
述
が
自
分
の
主
張
を
裏
付
け
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
探
訪
記
を
き
ち
ん
と
読

め
ば
、
自
分
の
記
事
よ
り
も
匿
名
氏
の
記
事
の
ほ
う
が
探
訪
記
の
記
述
に
近
い
こ

と
は
わ
か
る
は
ず
だ
が
、
彼
の
認
識
は
改
ま
っ
て
い
な
い
。
こ
こ
に
彼
の
思
い
込

み
の
強
さ
が
う
か
が
え
よ
う
。

以
上
、

グ
ル
ン
ホ
ル
ツ
ア
!
の
探
訪
記
発
行
以
前
の
市
民
層
に
よ
る
フ
ァ
ミ
リ

エ
ン
ホ
イ
ザ
l
叙
述
は
、
完
全
に
探
訪
記
と
ず
れ
た
イ
メ
ー
ジ
を
語
る
史
料
、

探

訪
記
と
共
通
の
認
識
を
も
っ
史
料
、
そ
し
て

一
見
探
訪
記
と
立
場
を
同
じ
く
し
つ

つ
、
い
く
つ

か
の
点
で
ず
れ
を
み
せ
る
史
料
の
三
つ
に
分
類
で
き
る
。

で
は
、
章
を
改
め
て
探
訪
記
発
行
以
降
の
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ

l
に
関
す
る

記
述
を
分
析
し
よ
う
。
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グ
ル
ン
ホ
ル
ツ
ア

l
探
訪
記
発
行
以
後

ま
ず
、
発
行
部
数
不
明
の

『国
王
に
俸
げ
る
書
』
と
そ
の
付
録
の
探
訪
記
へ
の

反
響
を
確
認
し
よ
う
。
こ
の
審
物
へ
の
書
評
が
全
部
で
い
く
つ
で
た
か
は
わ
か
ら

な
い
が
、

ベ
ッ
テ
ィ

l
ナ

・
フ
ォ
ン

・
ア
ル
ニ
ム
が
収
集
し
た
書
評
は
二
ハ
あ
る
。

ま
た
、

『
国
王
に
捧
げ
る
番
』
を
う
け
て
書
物
が
二
冊
出
版
さ
れ
た
。
一
冊
は
A

『
ベ
ッ
テ
ィ
ー
ナ
と
彼
女
の
国
王
に
捧
げ
る
書
』

で
あ
る
。
こ
れ

シ
ユ
タ
ー
ル
の

『国
王
に
捧
げ
る
害
』

へ
の
好
意
的
な
書
評
で
あ
り
、
本
の
内
容
を
ま
と
め
た

t主も
の
と
い
え
る
。
も
う
一
冊
が

F
S
R
R
Z
明
門

O
B
B
と
称
す
る
人
物
の

雪
国
王

に
捧
げ
る
書
」
と
い
う
本
の
破
廉
恥
さ
』
で
あ
る
。
こ
の
本
の
著
者
は
民
主
的
文

『国
王
に
捧
げ
る
書
』

筆
家

・
歴
史
家
A
・
シ
ュ
ト
レ
ッ
ク
フ
ス
で
あ
り
、
彼
は

に
共
産
主
義
と
い
う
幽
霊
を
感
じ
る
。
そ
し
て
、
同
年
九
月
三

O
日、

フ
ラ
ン
ク

フ
ル
ト
に
い
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
密
偵
は
「
『
国
王
に
捧
げ
る
番
』
が
文
芸
大
衆

に
大
き
な
注
目
を
あ
び
た
」

と
報
告
し
て
い
る
。

他
方
、

『国
王
に
捧
げ
る
書
』

の
本
来
の
目
的
は

一
八
四

O
年
に
即
位
し
た
国

王
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ

・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
四
世
へ
の
助
言
で
あ
り
、
出
版
と
同
時
に
国

(174) 

王
に
進
呈
さ
れ
た
。
だ
が
、
国
王
と
そ
の
側
近
か
ら
は
こ
の
書
物
に
好
意
的
な
反

応
が
返
っ
て
こ
な
い
。
国
王
は
本
を
も
ら
っ
た
時
は
よ
ろ
こ
ん
だ
も
の
の
、
通
読

し
た
の
ち
本
の
内
容
に
立
腹
し
た
。
内
務
大
臣
フ
ォ
ン

・
ア
ル
ニ
ム
は
八
月
一
七

日
に
上
奏
文
を
国
王
に
提
出
し
て
い
る
。
彼
は
こ
の
本
の
非
宗
教
性
と
急
進
主
義

の
ゆ
え
に
公
共
に
と
っ
て
も
っ
と
も
危
険
な
著
作
の
一
つ
で
あ
る
と
進
言
す
る
。

こ
う
し
た
状
況
か
ら
、

『国
王
に
捧
げ
る
書
』
自
体
は
免
れ
た
も
の
の
、
シ
ユ
タ
l

{1
}
 

ル
と
シ
ユ
ト
レ
ッ
ク
フ
ス
の
著
作
は
両
方
と
も
発
禁
処
分
を
う
け
た
。

こ
の
よ
う
に

『国
王
に
捧
げ
る
書
』

と
そ
の
付
録
の
探
訪
記
は
読
書
人
層
に
大

き
な
反
響
を
え
つ
つ
、
労
働
者
の
生
活
を
あ
つ
か
っ
た
た
め
短
絡
的
に
「
共
産
主

義
」
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
が
貼
ら
れ
た
。

で
は
、
探
訪
記
出
版
後
の
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
!
に
つ
い
て
の
叙
述
を
検
討

31 

し
よ
う
。

ま
ず
、

ガ
イ
ス
ト
ら
の
研
究
に
は
書
評
が
二
つ
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち

一
つ
は
先
に
と
り
あ
げ
た
グ
ツ
コ
に
よ
る
書
評
で
あ
る
。
た
だ
、
二

つ
の
書
評
と

も
『
国
王
に
捧
げ
る
書
』
と
探
訪
記
の
内
容
の
紹
介
に
と
ど
ま
り
、
書
"
評
者
の
フ
ア

ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
l
・
イ
メ
ー
ジ
は
読
み
と
れ
な
い
。

次
に
、

グ
ル
ン
ホ
ル
ツ
ア

i
に
近
い
観
点
に
立
つ
史
料
を
み
て
い
こ
う
。
『
国

王
に
捧
げ
る
警
』
発
行
か
ら
一
年
後
の
一
八
四
四
年
、

『ベ
ル
リ
ン
の
秘
密
』

と

題
す
る
害
物
が
三
冊
発
行
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
フ
ラ
ン
ス
で
出
版
さ
れ
た
ウ

ジ
ュ
!
ヌ

・
ス
!
の

『パ

リ
の
秘
密
』
の
ド
イ
ツ
語
訳
の
影
響
の
も
之
書
か
れ
た
。

『
パ
リ
の
秘
密
』

は
パ
リ
の
労
働
者
を
あ
つ
か
っ
た
小
説
で
あ
る
。一二
冊
の
同事

一月・

"" 

ル
リ
ン
の
秘
密
』

『パ
リ
の
秘
密
』

で
と
り
あ
げ
ら
れ
た
パ
リ
の
労
働
者
地

で
~i 



{3
~
 

区
サ
ン
タ
ン
ト
ア

l
ヌ
を
フ
ォ
ー
ク
ト
ラ
ン
ト
に
置
き
換
え
て
い
る
。
こ
の
三
冊

の
う
ち
労
働
者
の
悲
惨
な
状
況
へ
の
同
情
を
も
ち
つ
つ
普
か
れ
た

A
-プ
ラ
ス
の

『
ベ
ル
リ
ン
の
秘
密
』

で
は
フ
ォ
ー
ク
ト
ラ
ン
ト
を
次
の
よ
う
に
描
く
。

ま
ず
、
建
物
が
フ
ォ
ー
ク
ト
ラ
ン
ト
ほ
ど
目
立
つ
色
で
、

そ
し
て
自
を
痛
め
る

よ
う
な
塗
装
が
さ
れ
て
い
る
地
域
は
市
の
他
の
場
所
に
は
な
い
。
ま
た
、

こ
の
地

域
の
商
庖
は
そ
の
単
純
さ
で
首
都
の
他
の
商
庖
す
べ
て
と
異
な
る
。
フ
ォ
ー
ク
ト

ラ
ン
ト
の
住
民
は
大
家
族
に
属
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
が
、
そ
の
大
家
族
は
嘆

か
わ
し
い
貧
困
、
消
耗
性
疾
患
の
よ
う
な
悲
惨
さ
の
な
か
に
い
る
。
そ
し
て
、

フ
ォ
ー
ク
ト
ラ
ン
ト
を
泥
棒
の
滞
在
の
場
、
集
結
点
と
す
る
人
は
誤
解
し
て
い
る

山
町
す

と
い
う
。
プ
ラ
ス
は
こ
こ
は
す
べ
て
を
奪
い
と
ら
れ
た
貧
者
の
逃
げ
と
む
場
所
で

(4
】

あ
り
、
彼
ら
は
犯
罪
者
で
は
な
い
と
強
調
す
る
。

住
民
を
危
険
視
す
る
こ
と
に
異
を
唱
え
て
い
る
点
で
グ
ル
ン
ホ
ル
ツ
ア
ー
と
同

史洋西

じ
認
識
と
い
え
る
。
他
に
も
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
を
家
内
労
働
者
の
織
工
の

仕
事
場
兼
住
居
と
し
て
描
き
、
犯
罪
者
の
巣
窟
と
い
っ
た
捉
え
方
を
し
な
い
小
説

も
嘗
か
れ
て
い
る
。

他
方
、

グ
ル
ン
ホ
ル
ツ
ア
ー
の
も
の
と
は
完
全
に
ち
が
う
イ
メ
ー
ジ
で
フ
ァ
ミ

リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
を
叙
述
す
る
史
料
も
み
ら
れ
る
。
三
冊
の

『
ベ
ル
リ
ン
の
秘
密』

の
う
ち
別
の
匿
名
の
も
の
を
検
討
し
て
み
よ
う
c

こ
の
史
料
で
は
グ
ル
ン
ホ
ル

ツ
ア
!
と
ち
が
い
労
働
者
の
お
か
れ
た
状
況
へ
の
共
感
は
み
ら
れ
ず
、

ま
た
と
く

に
探
訪
記
を
資
料
と
し
て
用
い
て
い
な
い
。

ま
ず
、

フ
ォ
ー
ク
ト
ラ
ン
ト
の
中
心
で
あ
る
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
か
ら
強

奪
を
お
こ
な
い
か
ね
な
い
な
ら
ず
者
の
全
箪
が
、
毎
朝
ハ
ン
ブ
ル
ク
門
を
通
っ
て

市
内
に
は
い
り
、

ペ
ス
ト
の
よ
う
に
市
全
体
に
ひ
ろ
が
る
と
の
べ
ら
れ
る
。
こ
の

建
物
の
生
活
は
読
者
に
は
想
像
が
つ
か
な
い
だ
ろ
う
と
し
た
う
え
、
以
前
は
部
屋

の
床
に
チ
ョ
ー
ク
で
十
字
に
線
が
ひ
か
れ
、
そ
の
四
分
の
一
ご
と
に
家
族
が
住
ん

で
い
た
主
か
、
冬
に
な
る
と
犬
と
猫
が
食
料
と
な
り
、
家
族
全
体
に
汚
い
、
い
や

な
病
気
が
う
つ
る
と
い
っ
た
逸
話
が
紹
介
さ
れ
る
。
こ
の
建
物
で
は
家
族
の
つ
な

が
り
が
あ
し
げ
に
さ
れ
、
人
が
動
物
の
状
態
に
な
っ
て
し
ま
う
。

以
前
の
話
と
断
っ
て
い
る
が
、
部
屋
の
又
貸
し
が
語
ら
れ
、
住
民
に
は
「
な
ら

ず
者
」
「
ペ
ス
ト
」
「
動
物
の
状
態
」

と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
い
だ
か
れ
、
「
い
や
な

病
気
」
が
は
や
る
と
い
う
。
こ
こ
で
描
か
れ
て
い
る
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
l
は

探
訪
記
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
ち
が
う
。
こ
の
匿
名
の
『
ベ
ル
リ
ン
の
秘
密
』
に
は
他

に
も
フ
ォ
ー
ク
ト
ラ
ン
ト
や
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
l
が
住
民
の
生
業
、
風
習
、

習
慣
の
点
で
市
の
他
の
部
分
と
ち
が
う
、
道
徳
的
に
問
題
が
あ
る
場
所
で
あ
る
こ

{7) 

と
を
強
調
す
る
箇
所
が
あ
る
。
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以
上
、
プ
ラ
ス
の
J

も
の
と
匿
名
の
も
の
と
こ
つ
の

『
ベ
ル
リ
ン
の
秘
密
』

分

析
を
加
え
た
。探
訪
記
発
行
後
も
、
グ
ル
ン
ホ
ル
ツ
ア
ー
に
近
い
イ
メ
ー
ジ
で
フ
ア

ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
!
を
語
る
史
料
も
あ
る
が
、
探
訪
記
の
叙
述
と
は
か
な
り
ず
れ

た
認
識
を
も
っ
文
章
も
世
に
で
て
い
る
。
た
だ
、

こ
れ
ら
の
史
料
で
は
探
訪
記
か

ら
の
影
響
が
明
ら
か
で
は
な
い
。
次
に
探
訪
記
を
確
実
に
読
ん
で
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン

ホ
イ
ザ
ー
を
叙
述
し
て
い
る
史
料
を
分
析
す
る
。
こ
の
分
析
か
ら
前
章
で
ベ
ー
タ

に
つ
い
て
指
摘
し
た
否
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
の
根
強
さ
が
ま
た
浮
か
び
あ
が
っ
て
こ

ト

4
R
J
O

ま
ず
、
探
訪
記
の
最
初
の
読
者
は

『
国
王
に
捧
げ
る
害
』
の
著
者
ベ
ッ
テ
ィ
ー

ナ

・
フ
ォ
ン

・
ア
ル
ニ
ム
で
あ
ろ
う
。
彼
女
も
住
民
の
悲
惨
な
状
態
に
同
情
し
、

(175) 

彼
ら
に
対
す
る
救
済
を
求
め
て
お
り
、
グ
ル
ン
ホ
ル
ツ
ア
!
と
立
場
は
同
じ
で
あ



る
。
と
こ
ろ
が
、
彼
女
が
探
訪
記
に
書
い
た
序
文
で
は
「
十
字
に
引
い
た
チ
ョ
ー

ク
を
境
に
又
貸
し
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
」
と
の
べ
ら
れ
て
お
り
、
彼
女
に
も
否

定
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
同
様
の
認
識
が
あ
る
。
ほ
か
に
確
実
に
探
訪
記
を
読
ん
だ
う

え
で
、
向
じ
様
に
又
貸
し
を
書
い
て
い
る
例
と
し
て
美
学
教
授

T
・
ム
ン
ト
の
小

(9
)
 

説
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

1840年代ベルリンの都市社会とファミリエンホイザー

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
関
心
か
ら
も
っ
と
も
興
味
深
い
の
は

E
-
ド
ロ
ン
ケ
の
『
ベ

(ω
)
 

ル
リ
ン
』
で
あ
る
。
こ
の
書
物
は

一
八
四

0
年
代
の
ベ
ル
リ
ン
に
つ
い
て
、
民
衆

の
生
活
に
は
じ
ま
り
、
市
民
層
の
経
済
活
動
や
政
治
・
団
体
活
動
、
警
察
制
度
、

さ
ら
に
プ
ロ
イ
セ
ン
政
府
の
状
況
に
い
た
る
ま
で
包
括
的
に
叙
述
し
た
社
会
小
説

L
L
J
h
v

、
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
と
も
い
え
る
作
品
で
あ
る
。
従
来
か
ら
三
月
革
命
前
の

ベ
ル
リ
ン
社
会
史
の
史
料
と
し
て
活
用
さ
れ
て
き
た
こ
の
本
は
、

(
日
)

出
版
さ
れ
、
す
ぐ
発
禁
処
分
と
な

っ
た
。
こ
の
よ
う
に
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
i

一
八
四
六
年
に

に
つ
い
て
の
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
や
普
及
へ
大
き
な
役
割
を
は
た
し
た
と
は
い
え
な

い
こ
の
作
品
を
詳
し
く
と
り
あ
げ
る
の
は
、
次
の
理
由
に
よ
る
。
ド
ロ
ン
ケ
は
グ

ル
ン
ホ
ル
ツ
ア

l
の
探
訪
記
に
ほ
ぼ
依
拠
し
て
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
l
の
状
況

を
叙
述
し
て
お
り
、
実
際
に
探
訪
記
を
読
み
、
資
料
と
し
て
の
価
値
を
認
め
て
い

る
。
そ
の
さ
い
、
彼
は
労
働
者
に
同
情
的
な
立
場
を
と
り
、
そ
の
点
で
グ
ル
ン
ホ

ル
ツ
ア
!
と
相
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
次
に
確
認
す
る
よ
う
に
、
ド

ロ
ン
ケ
の
叙
述
は
探
訪
記
の
記
述
か
ら
ず
れ
て
否
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
同
じ
部
分

そ
こ
か
ら
こ
の
イ
メ
ー
ジ
が
立
場
の
ち
が
い
を
越
え
て
市
民
層
に
広
く

が
あ
り
、

共
有
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
で
は
、

「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
l

ト
」
と
題
す
る
章
で
と
り
あ
げ
ら
れ
た
フ

ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
l
に
関
す
る
ド
ロ

ン
ケ
の
叙
述
を
分
析
し
よ
う
。

ま
ず
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
ベ
ル
リ
ン
の
外
側
に
あ
る
路
地
や
市
区
、

り
「
悪
い
地
区
」
に
み
ら
れ
る
。
そ
の
主
な
場
所
が
フ
ォ
ー
ク
ト
ラ
ン
ト
で
あ
り
、
つ
ま

(176) 

そ
の
中
心
が
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
で
あ
る
。
私
的
投
機
に
よ
っ
て
成
立
し
た

こ
の
建
物
の
多
く
の
部
屋
で
二
家
族
以
上
が
住
み
、
部
屋
を
横
切
る
ロ
!
プ
で
こ

(ロ
}

つ
の
家
族
が
分
け
ら
れ
る
。

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
探
訪
記
を
読
ん
だ
ド
ロ
ン
ケ
が
二
世
帯
以
上
に
よ
る

一
つ
の
部
屋
の
賃
借
を
指
摘
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
慣
習
は
探
訪
記
に

記
載
が
な
く
、
他
の
史
料
か
ら
も
存
在
し
な
い
と
確
認
で
き
る
の
だ
が
、
こ
う
番

い
て
し
ま
う
こ
と
に
ド
ロ
ン
ケ
の
労
働
者
の
状
況
へ
の
思
い
込
み
が
う
か
が
え
る
。

こ
れ
に
加
え
、
フ
ォ
ー
ク
ト
ラ
ン
ト
や
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
を
「
悪
い
地
区
L

の
中
心
と
い
う
の
も
否
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
に
近
い
。

さ
ら
に
、

ド
ロ
ン
ケ
は
住
民
が
「
無
所
有
民
衆
階
級
の
最
後
の
屑
L

で
あ
り
、

33 

全
員
の
状
態
は
例
外
な
く
救
済
を
必
要
と
す
る
が
、
市
の
救
貧
局
は
援
助
を
だ
し

渋
っ
て
い
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
グ
ル
ン
ホ
ル
ツ
ア
!
の
探
訪
記
か
ら
い
く
人
か

フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
に
は
国
家
の
犠
牲
と
な
っ

{日
)

た
人
が
住
み
、
そ
こ
に
は
も
っ
と
も
深
い
悲
惨
さ
が
み
ら
れ
る
と
主
張
す
る
。

の
住
民
の
例
が
の
べ
ら
れ
、

以
上
の
点
を
の
べ
た
う
え
で
ド
ロ
ン
ケ
は
住
民
の
道
徳
の
問
題
に
も
言
及
す
る
。

フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
で
は
道
徳
の
衰
退
は
自
然
に
す
す
む
。
住
民
は
い
つ

し
ょ
く
た
に
住
ん
で
い
る
こ
と
で
す
べ
て
の
外
的
障
壁
が
奪
わ
れ
、
こ
ど
も
は
粗

野
に
そ
し
て
教
育
な
し
に
成
長
す
る
。
大
部
分
の
親
が
教
育
に
よ
っ
て
こ
ど
も
が

貧
困
か
ら
脱
出
す
る
こ
と
を
望
む
が
、
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
!
の
教
育
の
状
態

(M
)
 

は
首
都
全
体
で
も
っ
と
も
嘆
か
わ
し
い
。

こ
こ
の
指
摘
も
探
訪
記
と
ず
れ
る
。
グ
ル
ン
ホ
ル
ツ
ア

l
は
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ



イ
ザ
ー
の
学
校
教
育
を
批
判
し
て
お
り
、
こ
の
点
で
は
ド
ロ
ン
ケ
は
探
訪
記
の
叙

述
を
索
直
に
う
け
と
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
住
民
の
道
徳
の
衰
退
は
探
訪
記
に
言

及
さ
れ
て
い
な
い
。
グ
ル
ン
ホ
ル
ツ
ア
ー
は
労
働
者
の
人
間
関
係
を
賞
賛
し
て
お

り
、
そ
う
し
た
観
点
か
ら
は
住
民
の
道
徳
の
衰
退
は
叙
述
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
。

，-
t

w

l
J

、

J
I
J
J
3t
 

フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
l
で

「道
徳
の
衰
退
」
が
あ

っ
た
か
ど
う
か
は

こ
こ
で
は
問
題
で
は
な
い
。
ほ
ぼ
グ
ル
ン
ホ
ル
ツ
ア
!
の
報
告
に
依
拠
し
つ
つ
も
、

そ
こ
に
は
書
か
れ
て
い
な
い
こ
と
を
書
い
て
し
ま
う
ド
ロ
ン
ケ
の
認
識
の
枠
組
み

こ
そ
が
問
題
な
の
で
あ
る
。

ド
ロ
ン
ケ
は
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
!
住
民
を
国
家
の
犠
牲
者
と
し
、

一
般
の

市
民
よ
り
も
労
働
者
に
同
情
的
で
あ
り
、

グ
ル
ン
ホ
ル
ツ
ア

i
に
近
い
立
場
主
い

学

え
る
。
し
か
し
、
探
訪
記
を
否
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
同
様
の
観
点
か
ら
読
み
替
え

史

て
し
ま
う
。

t学西

労
働
者
に
共
感
を
も
つ
が
、
否
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
語
っ
て
し
ま
う
の
は
、
ザ

{
は
M
)

ス
の
ベ
ル
リ
ン
に
関
す
る
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
で
も
み
ら
れ
る
。
ド
ロ
ン
ケ
の

『
ペ

と
同
年
に
出
さ
れ
た
こ
の
害
物
は
住
宅
事
情
、
団
体
活
動
、
社
交
な
ど

か
ら
当
時
の
ベ
ル
リ
ン
を
叙
述
し
て
い
る
。
ザ
ス
が
実
際
に
探
訪
記
を
読
ん
だ
か

ル
リ
ン
』

は
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
、
ザ
ス
は
こ
の
書
物
で
ベ
ル
リ
ン
の
社
交
界
の
中
心
人
物

{
M
W
}
 

と
し
て
の
ペ
ッ
テ
ィ
!
ナ
に
言
及
し
、
さ
ら
に

一
八
四
三
年
以
降
ベ
ル
リ
ン
に
滞

(げ
}

在
し
て
い
た
の
で
、
彼
が
大
き
な
反
響
の
あ
っ
た

『国
王
に
捧
げ
る
瞥
』
を
知
ら

な
か

っ
た
と
は
お
も
え
な
い
。
こ
の
世
百
物
の
最
初
の

「住
宅
」
と
い
う
章
で
フ
ア

(
時
}

ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
l
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
ザ
ス
は
こ
の
建
物
の
住
民
を
「宿

な
し
の

一
歩
手
前
」

と
い
う
。
投
機
目
的
に
建
て
ら
れ
た
こ
の
建
物
の
住
民
は
、

期
日
ま
で
に
家
賃
を
払
わ
な
い
と
道
路
に
「
追
い
だ
さ
れ
る
」
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
グ
ル
ン
ホ
ル
ツ
ア
l
の
探
訪
記
か
ら
え
ら
れ
る
情
報
と
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
、

一
部
屋
に
し
ば
し
ば
二
家
族
よ
り
多
く
が
住
む
と
の
べ
て
お
り
、
こ
こ
に
否
定
的

な
認
識
と
共
通
す
る
面
が
あ
る
。
ま
た
、

フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
l
の
叙
述
に
続

け
て
、
宿
な
し
一
般
に
つ
い
て
「
彼
ら
の
大
部
分
は
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
犯
罪
の
単

な
る
新
兵
で
は
な
く
、
古
参
兵
で
あ
る
」
と
指
摘
す
る
。
ザ
ス
に
と

っ
て
は
フ
ア

ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
i
住
民
が

「{情
な
し
の
一
歩
手
前
」
な
ら
ば
、
彼
ら
は
「
犯
罪

者
の

一
歩
手
前
」
と
も
い
え
る
。
彼
は
住
民
に
す
く
な
く
と
も
犯
罪
者
と
共
通
す

る
性
質
を
認
め
て
い
る
と
考
え
て
さ
し
っ
か
え
な
い
。
こ
の
点
で
も
探
訪
記
の
認

識
と
ず
れ
る
。

ガ
イ
ス
ト
ら
の
研
究
で
は
、
ド
ロ
ン
ケ
と
ザ
ス
は
ベ
ル
リ
ン
の
社
会
構
造
にAm}
 

フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
を
正
確
に
位
置
づ
け
て
い
る
と
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
性
民
に
つ
い
て
ド
ロ
ン
ケ
が
救
済
を
必
要
と
す
る
と
指
摘
し
、
ザ
ス
が

34 

「宿
な
し
の

一
歩
手
前
」
と
の
べ
て
い
る
点
な
ど
で
は
認
め
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

た
だ
、
以
上
み
た
よ
う
に
、
彼
ら
も
探
訪
記
と
同
様
の
記
述
を
し
て
い
る
よ
う
な

の
だ
が
、
実
は
否
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
も
書
き
込
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
。
彼
ら
の
視

線
に
は
も
と
も
と
バ
イ
ア
ス
が
か
か
っ
て
い
た
わ
け
で
、
ガ
イ
ス
ト
ら
の
指
摘
に

は
全
面
的
に
賛
成
し
か
ね
る
。
ガ
イ
ス
ト
ら
の
研
究
で
は
史
料
相
互
の
比
較
と
い

う
視
点
が
明
確
で
な
い
の
で
、
ド
ロ
ン
ケ
と
ザ
ス
の
視
点
の
こ
う
し
た
バ
イ
ア
ス

を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。

以
上
、
グ
ル
ン
ホ
ル
ツ
ア
l
の
探
訪
記
の
出
版
後
も
以
前
同
様
、
市
民
に
よ
る

フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
l
像
は
、
探
訪
記
と
ず
れ
た
認
識
を
語
る
も
の
、
探
訪
記

に
近
い
イ
メ
ー
ジ
を
も
つ
も
の
、
そ
し
て
一
見
探
訪
記
と
合
致
す
る
が
、

い
く
つ

(177) 

か
の
点
で
ず
れ
て
い
る
も
の
の
三
つ
に
分
類
で
き
る
。
結
局
、

フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ



イ
ザ
ー
に
つ
い
て
の
否
定
的
な
認
識
に
は
根
強
い
も
の
が
あ
っ
た
。
グ
ル
ン
ホ
ル

ツ
ア

i
之
同
様
労
働
者
に
同
情
す
る
市
民
す
ら
、
否
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
書
い
て

し
ま
い
、
そ
れ
は
探
訪
記
を
読
ん
で
も
修
正
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
み

フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
l
の
否
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
は
実
態
を
と
ら
え
て
レ

る
と
、

J840年代ベルリンの都市社会とファ ミリエンホイザー

る
と
い
う
よ
り
も
、
当
時
の
市
民
層
の
思
い
込
み
か
ら
生
じ
た
も
の
と
考
え
た
ほ

う
が
よ
い
。
ベ
ル
リ
ン
市
民
に
お
い
て
は
、
当
時
の
労
働
者
の
住
宅
事
情
の
現
実

の
社
会
・
経
済
上
の
背
景
は
捨
象
さ
れ
、
か
わ
り
に
こ
う
し
た
思
い
込
み
か
ら
道

徳

・
衛
生
の
側
面
が
強
調
さ
れ
る
。
労
働
者
に
同
情
を
も
た
な
い
人
が
フ
ァ
ミ
リ

エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
を
叙
述
す
る
と
、
こ
う
し
た
思
い
込
み
の
部
分
が
肥
大
し
て
し
ま

う
の
で
あ
る
。
ま
た
、

フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
l
が
フ
ォ
ー
ク
ト
ラ
ン
ト
と
い
う

「
泥
棒
の
隠
れ
家
」
と
み
ら
れ
た
地
域
に
建

っ
て
い
た
こ
と
も
、
こ
う
し
た
イ
メ

l

ジ
の
形
成
に
寄
与
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

一
住
居
に

一
家
族
と
部
屋
ど
と
の
機
能
分
離
が
確
立
し
た
住
宅
に
住
む
市
民
に

は
、
そ
れ
と
対
照
的
に
大
人
数
が
詰
め
こ
ま
れ
、

一
つ
の
部
屋
が
複
数
の
用
途
で

使
わ
れ
る
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
l
は
理
解
で
き
ず
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
も
の

で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
市
民
層
は
現
実
を
把
握
し
な
い
ま
ま
、
自
分

た
ち
の
社
会
と
は
ち
が
う
世
界
と
い
う
認
識
か
ら
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
l
に

様
々
な
マ
イ
ナ
ス
・
イ
メ
ー
ジ
の
レ
ッ
テ
ル
を
は
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
み

れ
ば
否
定
的
な
認
識
は
市
民
層
の
価
値
観
や
居
住
習
慣
を
強
く
反
映
し
た
も
の
と

い
え
る
。

以
上
の
指
摘
は
さ
し
あ
た

っ
て
文
章
を
残
し
た
者
に
つ
い
て
い
え
る
の
だ
が
、

市
民
層
の
価
値
観
を
強
く
反
映
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
こ
の
イ
メ
ー
ジ
が

彼
ら
以
外
の
か
な
り
の
市
民
層
に
も
広
く
浸
透
し
て
い
た
と
み
て
さ
し
っ
か
え
な

し、。

(178) 

フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
に
つ
い
て
の
否
定
的
な
認
識
は

一
八
四
六
年
以
降
展

関
し
た
住
宅
改
革
運
動
に
受
け
つ
が
れ
る
が
、
最
後
に
そ
れ
を
確
認
し
よ
う
。

当
時
の
ド
イ
ツ
最
大
の
住
宅
改
革
組
織
で
あ
る
ベ
ル
リ
ン
共
同
建
築
協
会
の
設

立
集
会
(
一
八
四
六
年
)

で
は
、
次
の
よ
う
に
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
フ
ァ
ミ
リ
エ

ン
ホ
イ
ザ

l
は
矯
正
施
設
に
似
て
い
る
。
そ
こ
で
は
無
産

・
非
教
養
市
民
が
常
に

ひ
し
め
き
あ
っ
て
生
活
し
て
い
る
。
家
族
生
活
が
破
壊
さ
れ
、
男
女
な
ら
び
に
様
々

な
年
齢
層
の
者
が
一
緒
に
住
む
こ
と
で
非
道
徳
が
促
進
さ
れ
、
労
働
意
欲
が
失
わ

れ
る
。
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
に
は
悪
人
が
逃
亡
の
地
を
求
め
、
犯
罪
者
の
流

入
が
避
け
ら
れ
な
く
な
る
。

一
八
六

0
年
代
に
な
る
と
ベ
ル
リ
ン
で
労
働
者
用
の
大
規
模
な
集
合
住

(幻
}

宅
が
増
加
し
た
た
め
か
、
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
の
よ
う
な
特
定
の
建
物
が
住

宅
改
革
者
の
間
で
問
題
と
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
な
る
。
そ
う
で
あ
っ
て
も
労
働
者

-
-
2
・、

手
'
ふ

I
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の
悪
住
環
境
を
か
た
る
時
に
は
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
!
の
イ
メ
ー
ジ
が
そ
の
ま

ま
使
わ
れ
る
。
当
時
最
大
の
社
会
福
祉
団
体
で
あ
る
労
働
諸
階
級
福
祉
中
央
協
会

の
機
関
誌
『
労
働
者
の
友
』
の
編
集
長

K
・
プ
レ

l
マ
l
は
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

住
宅
協
同
組
合
を
概
観
し
た
論
文
で
労
働
者
の
集
合
住
宅
を
次
の
よ
う
に
の
ベ
て

い
る
。
そ
こ
で
は
、
多
く
の
家
族
と
個
人
が
狭
い
、
汚
い
空
間
に
押
し
こ
め
ら
れ

あ(る
る話た
。 め

家
族
の
幸
せ
7}! 

破
壊
さ
れ

か
わ
り
に
不
潔
と
無
統
制
が
支
配
す
る
の
で

註
〈

1
)

『
国
王
に
捧
け
る
瞥
』
の
反
響
は

O
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設
」
成
立
史
の
観
点
か
ら

一
九
世
紀
の
住
宅
改
革
運
動
を
叙
述
す
る
こ
と
の
限
界

(180) 

を
示
し
て
い
る
。

さ
て
、
労
働
者
住
宅
認
識
は
都
市
化
が
本
格
化
し
た
世
紀
転
換
期
に
は
変
化
を

一
八
六

0
年
代
以
降
労
働
者
用
の
大
規
模
な
集
合
住
宅
の
数
が
急
速
に

み
せ
る
。

1840年代ベルリ ンの都市社会とファ ミリエンホイザー

増
加
し
、
住
宅
問
題
が
量
的
な
面
か
ら
も
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
た
め

世
紀
転
換
期
の
住
宅
改
革
運
動
で
悪
住
環
境
が
問
題
に
な
る
時
、
そ
れ
は
社
会
政
(1
)
 

策
学
会
の
ド
イ
ツ
都
市
の
住
宅
調
査

(一

八
八
五
年
)
の
統
計
に
よ
っ
て
で
あ
る
。

現
実
を
把
握
し
な
い
ま
ま
、
実
態
と
ち
が
う
イ
メ
ー
ジ
を
作
り
あ
げ
た
世
紀
中
葉

の
改
革
運
動
と
は
ち
が
い
、
世
紀
転
換
期
の
そ
れ
は
数
字
に
よ
る
正
確
な
状
況
把

握
を
試
み
た
と
い
え
る
。
特
定
の
建
物
が
悪
住
環
境
の
象
徴
に
祭
り
上
げ
ら
れ
る

こ
と
は
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
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Die burgerliche Gesellschaft und die “Familienhauser" 
in Berlin in den 40er J ahren des 19. J ahrhunderts 

Masafumi Kitamura 

Die Wohnsituation der Berliner Ulltez:schichten wurcle in den 紛erjahren des 19. jahrhun-

derts als soziales Problem erkanllt. Das eklatanteste Beispiel fur das Wohnungselend der unter-

sten Schichten waren die "Familienhauser". Das Berliner Burgertum nanme die Familienhauser 

“Pesthaus" ，“Mるrdergrube"U$W. und ihre Bewohner“Gesindel" l1SW. Entsprachen diese nega-

tiven Vorstellungen der Realitat der Familienhauser? Das ist bisher fast vるlligunerforscht. 

Daf ur wurde zunachst die Schrift“Erfahrungen eines jungen Schweizers im Voigtlande" 

von dem Schweizer Padagogen Heinrich Grunholzer als Material ausgew語hlt.Diese Schrift ist 

das Besuchsprotokoll込berdie Familienh量userund der Anhang Ztl dem 1843 erschienenen“Dies 

Buch gehるrtdem Konig" von Bettina von Arnim. Aus dieser A.nalyse sind die folgenden Tat-

sachen klar geworden. 

1) Kein Haushalt nahm Fremde in Untermiete. Es gab viele Hwshalte， deren Personel1zahl sich 

aus verschiedensten Grunden reduzierte. Und Killder， wenn sie詰lterals 12 jahre waren， musten 

auf eigenel1 F心senstehen. 

2) Die Bewohner 1巴btenvon der Hand in den Mund. 

3) Die Bewohner standen zueinander in engen Beziehungen. 

Diese Ergebnisse emsprechen nicht den negativen Vorstellungen von den Familienl泌usern.

Welchen Ein且ushatte das Grunholzer-Protokoll auf die negativen Vorstellungen von den 

FamiJienhausern? Ich habe diese Ergebnisse mit den burgerlichen Beschreibungen der Fami-

lienl凶user，vor allem dem 1846 erschienenen Buch“Berlin" von Ernst Dronke verglichen. Auch 

nach der Verるffentlichungdes Grunholzer-Protokolls versch wanden die negativen Vorstellunger】

nicht. 

Und Dronke benutzte a1s Quelle das Grunholzer-Protokoll， als er die Umst証ndein den 

Familienhausem beschrieb. Aber sogar Dronke， der gegenuber den Bewohnern Mitlcid 

empfand， thematisierte den moralischen Niedergang in den Familienhausern. Also hatte 3uch er 

die negativen Vorstellungen von den Familienhausern ubernommen. 

Aus dieser Analyse last sich schliesen， das die negativen Vorstellungen von den Fami-

lienh云usernauf Vorurteilen basierten. 
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